行　政　改　革　実　施　計　画

（平成２２年度版）
岩　　美　　町

	
	実　施　項　目
	内　容
	効果等（見込み）
	所管
	２２
	２３
	２４
	２５
	２６

	（１）効率的な事務・事業の推進
	

	１
	行政評価システムの導入と活用
	事務事業評価システムを構築し、内部評価・外部評価を行う。町民ニーズを的確に把握し、質の高い行政サービスの提供と職員の意識改革を図る。
	町民ニーズを的確に反映した効率的で質の高い行政サービスの提供と職員の意識改革を図る。
	企画
財政課
	一部
試行
	事務事業評価実施
	→
	→
	実施

検証

	２
	文書管理システムの構築
	現段階で各課共通した文書保存・文書管理を実践し、本町に則したシステムの導入を検討。
	情報公開に対応した文書管理を行う。
	総務課
	→
	→
	文書分類表による管理
	システム導入検討
	実施

	３
	効率的な除雪作業の推進
	町・県・除雪受託者それぞれの保有機械、人員等の作業能力を考慮した管理路線にこだわらない除雪計画による効率的な除雪作業の実施。


	除雪作業の効率化、作業時間の短縮により、除雪費用の削減・環境負荷の低減を図る。
	産業

建設課
	実施
	→
	→
	→
	→

	４


	施設譲渡の推進
	補助金適正化法の期限満了となった施設及び国・県から譲渡について了解を得られた施設を順次譲渡する。
	・施設管理の効率化を図る。
・自主管理意識が高まる。
	産業　建設課
	確認
	
	
	
	

	５


	地方税の電子申告連携（給与支払報告書、固定消却資産、法人町民税）の導入
	法人町民税情報システムの導入と電子申告連携システムの導入を図る。
	・納税者の利便性の向上

・課税事務の効率化及びコストの削減

・適正な課税客体の把握と公正公平な課税の徹底
	税務課
	導入

完了
	
	
	
	

	（２）財政の健全化

	６
	新地方公会計制度の導入


	資産台帳の整備を行う。

バランスシート等、新たな財政諸表の整備をする。

各会計の決算財務表の連結をする。
	・財政状況開示の透明性向上

・資産の有効活用

・組織全体での債務改革の検討
	企画

財政課
	導入整備
	→
	導入　　開始
	実施
	→

	７
	町税・使用料等の収納率の向上
	公正・公平な滞納整理と納税貯蓄組合を活用した組織的収納を図る。また納税者の利便性を図るため口座振替の促進とコンビニ収納の導入を検討。


	・納税者の利便性及び収納率が向上し、累積滞納額と徴収コストの縮減が図られる。又自主財源の確保と財源の健全化に寄与する。
	税務課　　　出納室
	検討

実施
	実施


	→
	→
	→

	８
	岩美町上下水道事業経営の改善実施
	水道事業：簡易水道施設及び飲料水供給施設を統合した効率的運営を図る。

下水道事業：接続率の向上、処理場の統合により、経費削減を図る。


	効率的な運営や経費の削減により、水道事業・下水道事業の健全経営化を図る。
	環境
水道課
	経営　改善　実施
	→
	→
	→
	→

	９
	未利用町有地の売却
	利用見込みのない町有地について、インターネット等を利用した売却など、効率的な運用を図る。
	土地・建物の有効活用と財源確保。
	総務課
	基準

作成
	売却　　実施
	→
	→
	→

	（３）職員の育成と意識改革

	10
	人材育成と人事評価システムの充実
	職員研修の充実を図る。

未施行のままとなっている目標管理による人事評価制度の構築を図り、人事評価システムの精度の充実を図る。
	職員の意識改革・行動変革を促すとともに、人事評価の結果等を研修によって補完することによって質の高い職員を育成する。
	総務課
	制度

構築


	実施
	→
	→
	→

	（４）地域の資源と人材を活かしたまちづくり

	11


	資源力（文化・歴史・地質　等）を活用した住民協働による地域づくりの取り組み
	・ジオパークガイド養成を行う。

・総合計画まちづくり委員会を設置し、総合計画策定及び検証にまちづくり委員の意見を聴く。
	・ジオパークの魅力を認識し、ガイドする人材を育てる。

・町民のまちづくりへの意欲が向上する。また総合計画策定後も継続してまちづくりに参画し、総合計画の実現に向けた協働のまちづくりの実践に繋がる。
	企画
財政課

商工観光課
	設立

実施

実施


	策定

実施
→
	→

	→

	→


	12


	地域防災協力員の養成
	地域防災協力員に必要な知識の習得及び各種災害の仕組みと対策等体系的な学習を行う。
	集落・町内会の防災体制の確立及び防災意識の向上。
	総務課
	実施
	→

	→

	→

	→


	（5）環境にやさしいまちづくり

	13
	環境にやさしいまちづくり
	町民や事業所に対し、地球温暖化に関する情報提供を行い、コンポストの利用促進・マイバックの推進・廃棄物の分別徹底など４Ｒ（リフューズ・リデュース・リュース・リサイクル）の削減対策を実施する。
	地球温暖化防止・大気汚染防止など環境保全に寄与し、豊かな自然環境を将来に引き継ぐ。併せて可燃ごみ処理負担金の軽減を図る。
	環境
水道課
	実施
	→

	→

	→

	→












